
JP 5542842 B2 2014.7.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周辺装置が監視装置に接続されているか否か判定することであって、前記監視装置は医
療装置に接続されかつ前記医療装置から電力を引出し、前記医療装置は患者に医療処置を
施すべく使用されるように構成されていることと；
　前記周辺装置が前記監視装置に接続されていると判定された場合には、前記周辺装置が
前記医療装置から電力を引出しているか否か判定することと；および
　前記周辺装置が前記医療装置から電力を引出してはいないと判定された場合には、潜在
的な危険状態の指標を提供することであって、前記潜在的な危険状態では前記周辺装置が
、前記医療装置とは独立した電源から電力を引出すことができ、よって患者に潜在的なリ
スクを呈しうることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記方法はさらに、
　前記周辺装置が前記医療装置から電力を引出してはいないと判断された場合に、アラー
ムを作動させることを備える、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　アラームを作動させることは、
　前記監視装置で警告灯を表示することと；
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　前記監視装置で音声アラームをトリガすることと
のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項２記載の方法。
【請求項４】
　アラームを作動させることは、
　前記医療装置で音声アラームをトリガすることと；
　前記医療装置が有するユーザインタフェースに警告メッセージを表示させることと
のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項２記載の方法。
【請求項５】
　前記方法はさらに、
　前記周辺装置が前記医療装置から電力を引出してはいないと判断された場合に、前記周
辺装置を前記医療装置や患者から電気的絶縁することを備える、
　請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記医療装置は１つまたは複数のプロセッサ装置を備える、
　請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記周辺装置は、シリアルデータ接続を介して前記監視装置に接続される、
　請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記周辺装置は、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）接続を介して前記監視装置に接
続される、
　請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記周辺装置は、ＩＥＥＥ１３９４の高速シリアルバス接続を介して前記監視装置に接
続される、
　請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記監視装置は、シリアルデータ接続を介して前記医療装置に接続される、
　請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　周辺装置が医療装置に接続されているか否か判定することであって、前記医療装置は患
者に医療処置を施すべく使用されるように構成されていることと；
　前記周辺装置が前記医療装置に接続されていると判定された場合には、前記周辺装置が
前記医療装置から電力を引出しているか否か判定することと；および
　前記周辺装置が前記医療装置から電力を引出してはいないと判定された場合には、潜在
的な危険状態の指標を提供することであって、前記潜在的な危険状態では前記周辺装置が
、前記医療装置とは独立した電源から電力を引出すことができ、よって患者に潜在的なリ
スクを呈しうることと
を備える、方法。
【請求項１２】
　前記指標を提供することは、
　前記医療装置が有するユーザインタフェースに警告メッセージを表示することと；
　アラームをトリガすることと
のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法はさらに、
　前記周辺装置が前記医療装置から電力を引出してはいないと判断された場合に、前記周
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辺装置を前記医療装置や患者から電気的絶縁することを備える、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　前記医療装置は１つまたは複数のプロセッサ装置を備える、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記医療処置は血液透析を含み、
　前記医療装置は血液透析装置を備える、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１６】
　前記医療処置は、血液の一部が患者から除去されかつ血液の一部が医療装置によって処
理される体外医療処置を含み、
　少なくとも血液の一部のいくらかは、その後に患者に戻される、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１７】
　前記医療処置は腹膜透析を含み、
　前記医療装置は腹膜透析装置を備える、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１８】
　前記周辺装置は、シリアルデータ接続を介して前記医療装置に接続される、
　請求項１１記載の方法。
【請求項１９】
　前記周辺装置は、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）接続を介して前記医療装置に接
続される、
　請求項１１記載の方法。
【請求項２０】
　前記周辺装置は、ＩＥＥＥ１３９４の高速シリアルバス接続を介して前記医療装置に接
続される、
　請求項１１記載の方法。
【請求項２１】
　前記医療装置は、周辺装置に電力を供給することができるホスト装置を備え、
　前記周辺装置はコネクタを備え、
　前記ホスト装置は、前記周辺装置が前記医療装置に接続できるように前記コネクタを受
取るためのポートを備える、
　請求項１１記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は概して、医療装置に接続された電源内蔵装置の特定に関する。
　本願は、２００９年７月１６日に提出された米国特許出願第１２／５０４，３０６号の
「医療装置に接続された電源内蔵装置の特定」の利益を主張するものであり、２００８年
１２月３１日に提出された米国特許出願第１２／３４７，２９７号の「医療装置に接続さ
れた電源内蔵装置の特定」の一部継続出願であって米国特許法第１２０条に基づき優先権
を主張し、参照によってその全文を本文書に組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療装置は患者への安全性リスクを回避または抑制するために、極めて低い漏れ
電流を有するように設計されてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２６３３７３号公報
【特許文献２】特表２００８－５３９５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電源内蔵ＵＳＢ周辺装置を、厳格な電源基準を満たす医療装置に接続すると、たとえば
漏れ電流が医療装置の安全性を損なう場合がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様によると、方法は、「ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）周辺装置が
、ＵＳＢ監視装置（ＵＳＢモニタ装置）に接続されている」か否か判定することを含む。
ＵＳＢ監視装置は、医療装置に接続され、かつ医療装置から電力を引出す。医療装置は、
患者の医療措置に使用されるように構成される。方法はさらに、「ＵＳＢ周辺装置が、Ｕ
ＳＢ監視装置に接続されている」と判定された場合に、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置か
ら電力を引出している」か否か判定することを含む。
【０００６】
　本発明の別の態様によると、ＵＳＢ監視装置は、実行のための指示を記憶するように構
成されたメモリを含む。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置は、１つまたはそれ以上の
プロセッサ装置に、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」か否か判定
させる指示を実行するように構成される。ＵＳＢ監視装置は、医療装置に接続されるよう
に構成され、医療装置から電力を引出すように構成される。医療装置は、患者の医療措置
に使用されるように構成される。「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている
」と判定された場合、ＵＳＢ監視装置は、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出
している」か否か判定する。
【０００７】
　本発明のさらなる態様によると、１つまたはそれ以上のコンピュータ可読媒体は、有形
媒体を含み、実行可能な指示を記憶する。指示は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置
に、「ＵＳＢ周辺装置が、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を含むＵＳＢ監視装置に
接続されている」か否か判定させる。
【０００８】
　ＵＳＢ監視装置は、医療装置に接続されるように構成され、かつ医療装置から電力を引
出すように構成される。医療装置は、患者の医療措置に使用されるように構成される。「
ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」と判定された場合、ＵＳＢ監視装
置は、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出している」か否か判定する。
【０００９】
　本発明の追加的な態様によると、方法は、「ＵＳＢ監視装置に接続されたＵＳＢ周辺装
置が、医療装置から電力を引出してはいない」か否か判定することを含む。ＵＳＢ監視装
置は、医療装置に接続されるように構成され、医療装置から電力を引出すように構成され
る。医療装置は、患者の医療措置に使用されるように構成される。「ＵＳＢ周辺装置が、
医療装置から電力を引出してはいない」という判定に応答して、警告が起動される。
【００１０】
　本発明の別の態様によると、ＵＳＢ監視装置は、実行するための指示を記憶するように
構成されたメモリと、指示を実行するように構成された１つまたはそれ以上のプロセッサ
装置とを含む。指示は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置に、「ＵＳＢ監視装置に接
続されたＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出してはいない」か否か判定させる。
ＵＳＢ監視装置は、医療装置に接続されるように構成され、医療装置から電力を引出すよ
うに構成される。医療装置は、患者の医療措置に使用されるように構成される。「ＵＳＢ
周辺装置が、医療装置から電力を引出してはいない」という判定に応答して、警告が起動
される。
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【００１１】
　本発明のさらなる態様によると、方法は、ＵＳＢ監視装置上の第１ＵＳＢデータ線と第
２ＵＳＢデータ線とを監視することを含む。ＵＳＢ監視装置は、医療装置に接続されるよ
うに構成され、医療装置から電力を引出すように構成される。医療装置は、患者の医療措
置に使用されるように構成される。第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とのうちの
少なくとも１つがハイ状態に移行する場合、電流検出回路の出力が監視される。出力は、
「ＵＳＢ監視装置に接続されたＵＳＢ周辺装置によって、電力が医療装置から引出されて
いる」か否かを表す。
【００１２】
　本発明の追加的な態様によると、ＵＳＢ監視装置は、電流検出回路と、実行するための
指示を記憶するように構成されたメモリと、指示を実行するように構成された１つまたは
それ以上のプロセッサ装置とを含む。指示は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置に、
医療装置に接続されるように構成され、医療装置から電力を引出すように構成されたＵＳ
Ｂ監視装置上の第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とを監視させる。医療装置は、
患者の医療措置に使用されるように構成される。第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ
線とのうちの少なくとも１つがハイ状態に移行する場合、電流検出回路の出力が、監視さ
れる。出力は、「ＵＳＢ監視装置に接続されたＵＳＢ周辺装置によって、電力が医療装置
から引出されている」か否かを表す。
【００１３】
　本発明の追加的な態様によると、ＵＳＢ監視装置は、実行するための指示を記憶するよ
うに構成されたメモリと、各々のＵＳＢ周辺装置をＵＳＢ監視装置に接続するために各々
のＵＳＢ周辺装置の個々のＵＳＢコネクタを収容するように構成された個々のＵＳＢポー
トと、ＵＳＢポートに結合された電流検出回路とを含む。電流検出回路は、各々の出力を
有する。ＵＳＢ監視装置は、電流検出回路に結合されたＵＳＢハブ回路をさらに含む。Ｕ
ＳＢハブ回路は、医療装置から各々のＵＳＢ周辺装置に電力を供給し、ＵＳＢ周辺装置と
医療装置との間に信号接続を提供するように構成される。ＵＳＢ監視装置は、医療装置に
接続されるように構成され、医療装置から電力を引出すように構成される。医療装置は、
患者の医療措置に使用されるように構成される。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置は
、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置に、「１つまたはそれ以上のＵＳＢ周辺装置が、
任意のＵＳＢポートでＵＳＢ監視装置に接続されている」か否か判定させる指示を実行す
るように構成される。「１つまたはそれ以上のＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続
されている」と判定された場合、ＵＳＢ監視装置は、電流検出回路の各々の出力を監視す
ることによって、「１つまたはそれ以上のＵＳＢ周辺装置のいずれかが、医療装置から電
力を引出している」か否か判定する。
【００１４】
　実施形態は、以下の特徴のうちの１つまたはそれ以上を含むことができる。いくつかの
実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出してはいない」と判定され
た場合に、警告が起動される。いくつかの実施形態では、警告を起動することが、ＵＳＢ
監視装置で警告灯を表示することと、ＵＳＢ監視装置上で音声警告を発動させることのう
ちの少なくとも１つを含む。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、警告を起動することは、医療装置上で音声警告を発動させる
こと、あるいは医療装置に含まれるユーザインタフェース上に警告メッセージを表示させ
ることを含む。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出してはいない
」と判定された場合、ＵＳＢ周辺装置は、医療装置および患者から電気的絶縁される。
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢ周辺装置を医療装置および患者から電気的絶縁するこ
とは、ＵＳＢ監視装置のＵＳＢポートに接続される１つまたはそれ以上の信号線を切断す
ることを含む。ＵＳＢポートは、ＵＳＢ周辺装置のＵＳＢコネクタを収容するように構成



(6) JP 5542842 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

される。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上の信号線は、第１ＵＳＢデータ線、第２
ＵＳＢデータ線、ＵＳＢ電源線、およびＵＳＢ接地線を含む。
　いくつかの実施形態では、医療装置は、ＵＳＢ監視装置とＵＳＢ周辺装置とに電力を提
供することのできるＵＳＢホスト装置を含む。ＵＳＢ監視装置は、第１ＵＳＢコネクタを
含み、ＵＳＢ周辺装置は、第２ＵＳＢコネクタを含む。ＵＳＢホスト装置は、第１ＵＳＢ
コネクタを収容するための第１ＵＳＢポートを含む。ＵＳＢ監視装置は、ＵＳＢ周辺装置
をＵＳＢ監視装置に接続することができるように、第２ＵＳＢコネクタを収容するための
第２ＵＳＢポートを含む。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢ監視装置は、第１ＵＳＢ周辺装置のＵＳＢコネクタを
収容する第１ＵＳＢポート、第２ＵＳＢ周辺装置の第２ＵＳＢコネクタを収容する第２Ｕ
ＳＢポート、および医療装置から電力を受取り、第１ＵＳＢ周辺装置および第２ＵＳＢ周
辺装置に電力を分配するように構成されたＵＳＢハブ回路を含む。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢ監視装置は、第１ＵＳＢポートとＵＳＢハブ回路との
間に接続された第１電流検出回路と、第２ＵＳＢポートとＵＳＢハブ回路との間に接続さ
れた第２電流検出回路とを含む。いくつかの実施形態では、ＵＳＢ監視装置は、１つまた
はそれ以上のプロセッサ装置を含む。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」か
否か判定することは、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を使用することで第１ＵＳＢ
データ線と第２ＵＳＢデータ線とを監視することを含む。第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳ
Ｂデータ線とのうちの少なくとも１つがハイ状態に移行する場合、ＵＳＢ監視装置は、「
ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」と判定する。いくつかの実施形態
では、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」か否か判定することは、
１つまたはそれ以上のプロセッサ装置の第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とのう
ちの少なくとも１つがハイ状態に移行する場合、割込を発動させることを含む。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」か
否か判定することは、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を用いて第１ＵＳＢデータ線
と第２ＵＳＢデータ線をポーリングすることで、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に
接続されている」ことを確認することを含む。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出している」か
否か判定することは、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を用いて電流検出回路の出力
を監視することを含む。ＵＳＢ監視装置は電流検出回路を含む。出力がロー状態にある場
合、ＵＳＢ監視装置は、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出してはいない」と
判定する。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、電流検出回路は、正入力、負入力、および電流検出回路の出
力を含む演算増幅器を含む。電流検出回路は、電源と正入力との間に接続された第１抵抗
と、信号用接地と正入力との間に接続された第２抵抗とをさらに含む。第１抵抗と第２抵
抗とは、電源と信号用接地との間に分圧器を形成する。電流検出回路は、電源と負入力と
の間に接続された第３抵抗も含む。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、電源は、ＵＳＢ監視装置の電源を含む。信号用接地は、ＵＳ
Ｂ監視装置の信号用接地を含む。
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢ監視装置の電源は、医療装置の電源を含むか、あるい
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は医療装置の電源から電力を引出す電源を含む。いくつかの実施形態では、正入力での第
１電圧が、負入力での第２電圧よりも低いときに、出力がロー状態にある。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、医療措置は血液透析を含み、医療装置は血液透析装置を含む
。
　いくつかの実施形態では、医療措置は、血液の一部が患者から除去される体外医療措置
を含む。その血液の一部は、医療装置によって処理され、その血液部分の少なくとも一部
はその後、患者に戻される。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、医療措置は腹膜透析を含み、医療装置は腹膜透析装置を含む
。いくつかの実施形態では、指示は、医療装置から電力を引出してはいないと判定された
場合に１つまたはそれ以上のプロセッサ装置に警告を起動させる指示をさらに含む。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、指示は、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出して
はいない」と判定された場合に、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置にＵＳＢ周辺装置
および患者を医療装置から電気的絶縁させる指示をさらに含む。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、医療装置は、ＵＳＢ周辺装置に電力を供給することのできる
ＵＳＢホスト装置を含む。ＵＳＢ周辺装置はＵＳＢコネクタを含む。ＵＳＢホスト装置は
、ＵＳＢ周辺装置を医療装置に接続することができるようにＵＳＢコネクタを収容するＵ
ＳＢポートを含む。ＵＳＢホスト装置はメモリと１つまたはそれ以上のプロセッサ装置と
を含む。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」か
否か判定することは、第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とを監視することを含む
。第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とのうちの少なくとも１つがハイ状態に移行
する場合、ＵＳＢ監視装置は、「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」
と判定する。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢ監視装置は電流検出回路を含む。「ＵＳＢ周辺装置が
、医療装置から電力を引出している」か否か判定することは、電流検出回路の出力を監視
することを含む。出力がロー状態にある場合、ＵＳＢ監視装置は、「ＵＳＢ周辺装置が、
医療装置から電力を引出してはいない」と判定する。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、出力が、「ＵＳＢ周辺装置によって電力が、医療装置から引
出されてはいない」と表す場合、ＵＳＢ周辺装置を、医療装置および患者から電気的絶縁
させることと、警告を起動することとのうちの少なくとも１つが実行される。
【００３２】
　上記の方法は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置と、方法を実行するための実行可
能な指示を記憶するメモリとを含む装置またはシステムとして実装することができる。
　１つまたはそれ以上の例の詳細を、添付図面と以下の説明において示す。さらなる特徴
、態様、および利点は、説明、図面、および請求項から自明になるであろう。
【００３３】
　たとえば壁付きコンセントから電力を受取る装置は通常、電圧サージと漏れ電流との防
護を含まなければならない。装置は、たとえばコンセント上のサージから絶縁されるよう
に、電圧絶縁を提供する絶縁型トランスを含むことができる。同様に、絶縁型トランスを
備える装置は、漏れ電流が電源から絶縁型トランスを通過して装置に至る虞を、制限する
ように設計することができる。すなわち電気的故障時に装置のユーザは、接地経路になる
ことを防ぐため、装置の潜在的漏れ電流を制限することができる。医療グレード電源は通
常、電圧サージおよび漏れ電流に対して、非医療グレード電源よりも高度な防護を必要と
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するため、非常に厳格な基準を満たさねばならない。たとえば非医療グレード電源（たと
えばラップトップコンピュータ用電源）は、たとえば最低２０００ボルトから絶縁される
だけでよいが、医療グレード電源は、絶縁破壊までたとえば最低４０００ボルトの電圧絶
縁レベルを必要とする。
【００３４】
　同様に、医療装置は従来、患者への安全性リスクを回避または抑制するために、極めて
低い漏れ電流（たとえば５マイクロアンペア（μＡ））を有するように設計されてきた。
非医療グレード電源と、これらの電源を使用する医療装置とは、上記の厳格な基準を満た
す必要はない。漏れ電流は、患者へのリスクのため、医療装置において重大な安全上の問
題である。電気回路を有するあらゆる装置と同様、電気的故障が、医療装置でも発生する
虞があり、たとえば医療装置のための安全接地が、装置の動作不良または破損、あるいは
たとえばユーザエラーによって切断されるか、もしくは機能しなくなる。医療装置の電気
的故障は、通常には医療装置の方が、患者への直接接触が起こる虞がはるかに高い。さら
に患者が接地し、漏れ電流の接地の経路になる場合があるために、非医療装置と比べて安
全性リスクがはるかに高い。医療装置の電気システムの部品が、たとえば患者の循環系に
直接的または間接的に接触すると、漏れ電流が、患者の心臓を通る接地経路を発見し、患
者にとって致死的な結果をもたらす虞がある。
【００３５】
　たとえば血液透析（後でより詳細に説明する）では、患者の血液の一部が、患者の身体
から血液透析装置上の透析装置フィルタの一方の側に送られる。透析装置フィルタの他方
の側では、透析液と呼ばれる溶液が、血液透析装置内の機械ポンプに接触する。機械ポン
プの１つに電気的故障が発生する場合、ポンプからの漏れ電流が、透析液を通って透析装
置フィルタの他方の側の血液へと移動し、そして（接地した）患者の循環系に戻り、おそ
らくは患者の心臓を通過することによって接地経路を発見することができる。小量の漏れ
電流でさえも、患者の損傷またはさらには死をもたらす虞がある。
【００３６】
　よって医療装置、特に患者に直接接触する、あるいはたとえば患者の皮膚を切断する装
置は、極めて低い漏れ電流を有するように設計されており、確立された厳格な基準を満た
さねばならない。しかしながら、医療装置自体は、非常に高い漏れ電流を有する装置が医
療装置に接続される際に、低い漏れ電流を有しているだけである。すなわち医療装置自体
は、極めて低い漏れ電流を有するように設計することができるが、たとえばより高い潜在
的漏れ電流を有する別の装置からの信号線（たとえばデータ線または電源線）が医療装置
に接続される場合、医療装置は、より高い漏れ電流を受けやすくなる。その高い漏れ電流
が、医療グレードの要件または特定の医療装置の要件よりも高い場合、潜在的な安全性リ
スクが提示される。
【００３７】
　コンピュータネットワーキングとインターネットの出現で、たとえば医療装置から直接
にリアルタイムな情報を得る機会が増大した。同様に、医療装置に好都合に直列で接続可
能な様々な周辺装置が、ますます増えてきている。いくつかの医療（およびその他の）装
置は、周辺装置を受入れるシリアルポートを含むことができる。シリアルポートを備える
多くの装置の場合、電源内蔵周辺装置がシリアルポートに接続される際に、高度な絶縁を
提供できるように光学的絶縁を利用することができる。
【００３８】
　ＵＳＢ周辺装置は通常、周辺装置に電力を供給することができるＵＳＢホスト装置に接
続される。たとえば多くのＵＳＢ周辺装置（たとえばＵＳＢフラッシュメモリスティック
やキーボードまたはポインティングデバイスなどのユーザインタフェース装置）は、接続
されたＵＳＢホスト装置からのみ電力を引出す。このようなＵＳＢ周辺装置は、医療装置
（ＵＳＢホスト装置）のＵＳＢポートに接続されると、医療装置（ＵＳＢホスト装置）か
ら電力が供給されるため、たとえば漏れ電流に関する安全上の問題は通常起こらない。
【００３９】
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　しかしながら、増加しつつあるその他のＵＳＢ周辺装置は、自身の外部電源（たとえば
壁付きコンセント）から電力を供給されるのであり、たとえば接続されたＵＳＢホスト装
置から電力を引出すことはできない。こうした「電源内蔵」ＵＳＢ周辺装置には、たとえ
ばプリンタ、スキャナ、ビデオキャプチャ装置、モニタ、外付ハードドライブ、音声スピ
ーカ、バーコードスキャナなどがある。さらに別のＵＳＢ周辺装置（たとえばハイブリッ
ドビデオレコーダ）は、ＵＳＢホスト装置あるいは外部電力装置から電力を引出すように
構成することができる。いくつかの種類のＵＳＢ周辺装置（たとえば外付ハードドライブ
またはキーボード）は、ＵＳＢホスト装置から電力を引出す実施形態、あるいはその他の
電源内蔵の実施形態に見出すことができる。ある種の医療装置の場合、医療装置のＵＳＢ
ポートに接続された電源内蔵ＵＳＢ周辺装置は（いかなる種類であれ）通常、たとえば医
療装置や、医療装置に直接接触する患者に対する漏れ電流リスクを潜在的に増大させるこ
とによって「潜在的な危険状態」をもたらすことがある。ＵＳＢ周辺装置は通常、電源線
ＶＢＵＳ、信号用接地線ＧＮＤ、および２つのデータ線Ｄ＋とＤ－の計４つの信号線を有
する。ＵＳＢ周辺装置は通常、高速、全速、および低速の３つの速度での伝送をサポート
することができる。ＵＳＢ周辺装置が最初にＵＳＢホスト装置に接続される場合、２つの
データ線Ｄ＋およびＤ－（たとえば［Ｄ＋ハイ、Ｄ－ロー］または［Ｄ＋ロー、Ｄ－ハイ
］）の各々の初期の状態は通常、ＵＳＢ周辺装置の動作データの転送速度を表すことがで
きる。低速ＵＳＢ周辺装置は、データ線Ｄ－上の「ハイ」状態およびデータ線Ｄ＋上の「
ロー」状態で自身を特定し、全速および高速ＵＳＢ周辺装置は、データ線Ｄ＋上のハイ状
態と、データ線Ｄ－上のロー状態とで自身を特定する。ＵＳＢ周辺装置がＵＳＢポートに
接続されてはいないとき、データ線Ｄ＋およびＤ－は、いずれもロー状態にある。
【００４０】
　電源内蔵ＵＳＢ周辺装置を、厳格な電源基準を満たす医療装置に接続すると、たとえば
漏れ電流が、医療装置の安全性を損なう場合がある。電源内蔵ＵＳＢ周辺装置の４つの信
号線ＶＢＵＳ、ＧＮＤ、Ｄ＋、およびＤ－はいずれも、ＵＳＢ周辺装置が接続された医療
装置（ＵＳＢホスト装置）に漏れ電流を導く潜在的経路となり、接地した患者を漏れ電流
にさらす危険性がある。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１Ａ】例示的な医療装置を含む患者治療環境の１例を示す図。
【図１Ｂ】例示的な血液透析装置を含む患者治療環境の１例を示す図。
【図２】例示的な医療装置の一部のブロック図。
【図３】例示的な電流検出回路の図。
【図４】例示的な医療装置ユーザインタフェースの図。
【図５】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図６】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図７】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図８】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図９】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図１０】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図１１】例示的な医療装置およびＵＳＢ監視装置（ＵＳＢモニタ装置）を含む患者治療
環境の１例を示す図。
【図１２】医療装置に接続されたＵＳＢ監視装置の１例を示す図。
【図１３】例示的なプロセスを示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　図１Ａは、例示的な医療装置１０６を含む患者治療環境１００の１例を示す。医療装置
１０６は、たとえば患者１０２が医療装置１０６から治療を受けることができるように、
患者１０２の医療措置で使用されるように構成される。コネクタ管１０８は、患者１０２
を医療装置１０６に接続する。コネクタ管１０８は、たとえば血液または別の液体を患者
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１０２から医療装置１０６に輸送し、再び患者１０２に戻すことができる。いくつかの実
施形態では、コネクタ管１０８は、医療装置１０６の一部とみなすことができる。医療装
置１０６は、たとえば医療措置および／または患者に関する情報が表示されるディスプレ
イおよび／またはユーザインタフェース１２６を含むことができる。ディスプレイおよび
／またはユーザインタフェース１２６は、たとえば医療装置のオペレータ（たとえば医師
、看護婦、患者治療専門家、または在宅医療介助人などの医療従事者（ＨＣＰ））がデー
タを入力できるタッチスクリーンを含むことができる。医療装置１０６は、たとえばキー
ボードまたはポインティングデバイスなどのその他のユーザインタフェース装置（図１Ａ
には示さず）を含むことができる。医療装置１０６は、ローカルエリアネットワークまた
はインターネットなどの外部ネットワーク１２８に有線または無線の接続１３０を介して
通信するように構成することができる。医療装置１０６は、１つまたはそれ以上のプロセ
ッサ装置を含むことができる。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置は、医療措置の機能
を管理および監視して、たとえば医療措置中に患者のバイタルサインと医療措置パラメー
タを監視し、解析し、解釈するために使用することができる。
【００４３】
　医療装置１０６は、ＵＳＢホスト装置１１０を含む。いくつかの実施形態では、ＵＳＢ
ホスト装置１１０は、たとえばＵＳＢホスト装置１１０が医療装置１０６そのものである
ように、医療装置１０６と同一の広がりを有するとみなすことができる。他の実施形態で
は、医療装置１０６は、たとえば相互に接続された１つまたはそれ以上の装置を有するこ
とができ、装置の１つは、ＵＳＢホスト装置１１０を含む。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢホスト装置１１０（および医療装置１０６）は、ＵＳ
Ｂ周辺装置からＵＳＢコネクタを収容するように構成された１つまたはそれ以上のＵＳＢ
ポートを含むことができる。医療装置１０６のＵＳＢホスト装置１１０は、図１Ａに示さ
れる３つのＵＳＢポート１１２、１１４、１１６を含むことができる。実施形態では、外
部ネットワーク１２８への接続１３０は、ＵＳＢポート１１２、１１４、１１６のうちの
１つに配線し、差込接続することができる。
【００４５】
　上述したように、接続されたＵＳＢホスト装置１１０からのみ電力を引出すＵＳＢ周辺
装置（たとえばＵＳＢフラッシュメモリスティック）もあれば、自身の外部電源から電力
を供給され、接続されたＵＳＢホスト装置からは電力を引出せないＵＳＢ周辺装置もある
。
【００４６】
　図１Ａでは、例示的なＵＳＢ周辺装置１１８は、コード１２２およびＵＳＢコネクタ１
２０を介して医療装置１１６に接続される。ＵＳＢコネクタ１２０は、医療装置１０６の
ＵＳＢホスト装置１１０上のＵＳＢポート１１４に差込接続される。ＵＳＢ周辺装置１１
８は、自身の外部電源１２４によって電力を供給され、医療装置１０６のＵＳＢホスト装
置１１０からは電力を引出さない。いくつかの実施形態では、コード１１２、ＵＳＢコネ
クタ１２０、および外部電源１２４は、ＵＳＢ周辺装置１１８の一部とみなすことができ
る。図１ＡのＵＳＢコネクタ１２０は、シリーズＡプラグである。他の実施形態では、シ
リーズＡコネクタ（プラグおよび／またはレセプタクル）および／またはシリーズＢコネ
クタ（プラグおよび／またはレセプタクル）を使用することができる。
【００４７】
　上述したように、「電源内蔵」ＵＳＢ周辺装置の例は、プリンタ、スキャナ、ビデオキ
ャプチャ装置、モニタ、外付ハードドライブ、音声スピーカ、バーコードスキャナなどで
ある。
【００４８】
　医療装置１０６は、患者の医療措置で使用されるように構成することができる。医療措
置は、たとえば血液の一部を患者から除去し、その血液部分を医療装置によって処理し、
その血液部分の少なくとも一部をその後患者に戻すという体外医療措置を含め様々な医療
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措置のいずれであってもよい。たとえ体外医療措置が患者の身体外で実行される場合でも
、体外医療措置が循環的措置であれば、患者は（患者の循環系を介して）概して効率的に
、医療装置に直接接触させることができる。医療措置は、たとえば血液透析であってもよ
く、医療装置１０６は、たとえば血液透析装置であってもよい（あるいは血液透析装置を
含んでもよい）。
【００４９】
　図１Ｂは、例示的な血液透析装置である医療装置１０６の例示的な実施形態を説明する
。医療措置１０６は、たとえば腹膜透析であってもよく、医療装置１０６は、たとえば腹
膜透析装置であってもよい（あるいは腹膜透析装置を含んでもよい）。血液透析および／
または腹膜透析に加えて、または代替的に、医療措置は、たとえば血液濾過、血液透析濾
過、血漿交換療法、アフェレーシス、体外膜型酸素供給（ＥＣＭＯ）、または心肺バイパ
ス、あるいはこれらの任意の組合せであってもよい。医療措置は、心臓切開手術中に補助
血液循環を含むことができ、医療装置は、たとえば心肺装置を含むことができる。いくつ
かの実施形態では、医療措置は、患者の身体内への注入投薬治療を含むことができ、医療
装置１０６は、たとえば輸液ポンプであってもよい（あるいは輸液ポンプを含むことがで
きる）。いくつかの実施形態では、医療措置は、患者の身体への進入を含むことができ、
（たとえば患者の身体に進入するために使用される）医療装置１０６は、たとえば振動ま
たは揺動手術切断具などの手術器具であってもよい（あるいは手術器具を含むことができ
る）。医療装置１０６が手術器具を含むいくつかの実施形態では、図１Ａのコネクタ管１
０８は通常、措置の一部として含まなくてもよく、含めてもよい。概して、医療措置は、
医療装置１０６と患者の体液（たとえば血液）との直接接触、医療装置１０６の出力と患
者との直接接触、医療装置と患者の身体との直接接触、患者の皮膚の穿刺、またはこれら
の任意の組合わせを含むことができる。医療装置および機器の他の例は、たとえば患者モ
ニタ、外部ペースメーカ、神経刺激装置、Ｘ線装置、心臓ポンプ、心臓モニタ、コンピュ
ータ断層撮影（ＣＡＴまたはＣＴ）機器、磁気共鳴断層撮影（ＭＲＩ）機器、放射線療法
機器、および失禁モニタを含むことができる。
【００５０】
　特定の種類の医療装置（血液透析装置）と特定の種類の医療措置（血液透析）の例を図
１Ｂに示す。血液透析は、身体が十分に毒素を除去できないほど腎機能が低下した患者を
補助する透析装置を含む機械を採用したプロセスである。透析装置は、透析装置を２つの
チャンバに分割する役目を果たす半透膜を含む。血液が第１チャンバを、透析液が第２チ
ャンバを通って押し出される。血液が透析液を流れると、尿素やクレアチンなどの不純物
が半透膜を通過して透析液内に拡散する。透析液の電解質濃度は、患者の電界バランスを
維持するように設定される。
【００５１】
　透析装置内のさらなる浄化は、限外濾過によって可能である。限外濾過は、血液チャン
バと透析液チャンバとの間に正の圧力差がある正常な状況によって生じる。この圧力差に
よって、血液中の水分が膜を透過して透析液へと送られる。このことが、正常であれば適
切な腎機能を通じて除去されるはずの透析患者の余分な水分負荷を低減させる効果をもた
らす。透析療法を受ける患者はふつう、効率的かつ定期的な透析治療を行うために設計さ
れた病院または透析センターに週３回以上出向く。血液透析は、通常、しばしば「瘻」と
称される動静脈短絡が患者の動脈と静脈の間に外科的に挿入されて、患者から透析装置へ
の血液の移送を用意ならしめることのできる複雑な治療プロセスである。通常の透析治療
中、動脈線または管の端部が瘻の上流端（すなわち患者の動脈近傍の地点で）に挿入され
、瘻の上流部から引出された血液を透析装置の入口へと輸送する。透析装置の血液側の出
力に接続された静脈線または管は、動脈線の下流の挿入地点（すなわち患者の静脈近傍の
地点で）処理された血液を瘻に戻す。
【００５２】
　透析は、患者から血液を除去し患者に血液を戻すことを含むため、透析手順の実行は、
ある程度のリスクを伴う。透析治療を成功させるには、透析手順の全体効率を最適化し、
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瘻（患者の血液へのアクセス）の状態を査定し、達成された実際の浄化を判定するために
、いくつかの患者のバイタルサインおよび血液透析パラメータを監視する必要がある。血
液透析機器または血液透析機器によって監視および解析されるパラメータの例は、血液の
アクセス流速度または血液が患者から透析装置へと流れ出る速度、臨界パラメータ、およ
び透析効率を測定する比Ｋｔ／Ｖを含み、式中Ｋは、クリアランスまたはダイアリザンス
（いずれの用語も透析装置の浄化効率を表す）であり、ｔは、治療時間であり、Ｖは、患
者の総水分値である。
【００５３】
　図１Ｂは、例示的な血液透析（ＨＤ）装置１０６Ｈを含む患者治療環境１００Ｈの１例
を示す。血液透析装置１０６Ｈは、医療装置１０６の例示的な実施形態である。血液透析
装置１０６Ｈは、たとえば血液透析装置１０６Ｈから血液透析治療を受けることができる
ように椅子１０４Ｈに座した血液透析（ＨＤ）患者１０２Ｈの血液透析で使用されるよう
に構成される。コネクタ管または動脈線１０８Ｈは、血液透析患者１０２Ｈから血液透析
装置１０６Ｈへ血液を輸送し、血液透析装置１０６Ｈでの処理後に再び血液を血液透析患
者１０２Ｈに戻す。血液透析装置１０６Ｈは、血液透析および／または患者に関する情報
を表示することのできるディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１２６Ｈを含
むことができる。ディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１２６Ｈは、たとえ
ば血液透析装置１０６Ｈのオペレータによるデータ入力が可能なタッチスクリーンを含む
ことができる。血液透析装置１０６Ｈは、キーボードまたはポインティングデバイスなど
のその他のユーザインタフェース装置（図１Ｂには示さず）を含むことができる。図１Ａ
に示されるように、血液透析装置１０６Ｈは、外部ネットワーク１２８と有線または無線
の接続１３０を介して通信するように構成することができる。
【００５４】
　血液透析装置１０６Ｈは、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を含むことができる。
１つまたはそれ以上のプロセッサ装置は、血液透析の医療措置の機能を管理および監視し
て、たとえば血液透析の医療措置中に患者のバイタルサインと血液透析パラメータを監視
し、解析し、解釈するために使用することができる。
【００５５】
　例示的な血液透析装置１０６Ｈは、ＵＳＢホスト装置１１０Ｈを含み、それと同一の広
がりを有する。他の実施形態では、血液透析装置１０６Ｈは、たとえば相互に接続された
１つまたはそれ以上の装置を含むことができ、それらの装置のうちの１つがＵＳＢホスト
装置１１０Ｈを含む。血液透析装置１０６Ｈ（またはＵＳＢホスト装置１１０Ｈ）は、１
つまたはそれ以上のＵＳＢポートを含むことができ、そのうちの１つのＵＳＢポート１１
４Ｈを図１Ｂに示す。例示的なＵＳＢ周辺装置１１８は、コード１２２およびＵＳＢコネ
クタ１２０を介して血液透析装置１０６Ｈに接続される。ＵＳＢコネクタ１２０は、ＵＳ
Ｂホスト装置１１０Ｈ（または血液透析装置１０６Ｈ）上のＵＳＢポート１１４Ｈに差込
接続される。ＵＳＢ周辺装置１１８は、自身の外部電源１２４によって電力を供給され、
血液透析装置１０６ＨのＵＳＢホスト装置１１０Ｈから電力を引出さない。
【００５６】
　図２は、図１Ａの医療装置１０６の実施形態２００（または、たとえば図１Ｂの血液透
析装置１０６Ｈなどの医療装置１０６の例示的な実施形態）の一部を示すブロック図であ
る。医療装置２００は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２、メモリ２０４、電
流検出回路（電流検知回路）２０６、およびＵＳＢポート２１４を含む。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、医療装置２００は、ＵＳＢ周辺機器切断ブロック２０８を含
むことができる。他の実施形態では、医療装置２００は、ブロック２０８を含まない。図
２には単独のＵＳＢポート２１４が示されているが、いくつかの実施形態は、医療装置２
００は、他のＵＳＢポートを含むことができる。他のＵＳＢポートは、それぞれが対応す
る各々の別個の電流検出回路と各々の別個のＵＳＢ周辺機器切断ブロックとを有すること
ができる。ＵＳＢポートは、たとえば１つまたはそれ以上の電流検出回路および１つまた
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はそれ以上のＵＳＢ周辺機器切断ブロックとの時分割構造に使用することもできる。
【００５８】
　電流検出回路２０６、およびたとえば１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、
それぞれ、医療装置２００用の電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ（Ｖ供給）２３０を受取り、両
者とも医療装置２００用の信号用接地ＳＧＮＤ２３６に接続される。電流検出回路２０６
は、電流検出回路２０６の出力２１０で、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２に
向かう接続２１２に接続される。メモリ２０４およびＵＳＢ周辺機器切断ブロック２０８
は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２にそれぞれ接続２１６、２１８を介して
接続される。
【００５９】
　ＵＳＢポート２１４は、４つの信号線２２２、２２４、２２６、２２８とインタフェー
スを取る。ＶＢＵＳ２２２は、ＵＳＢポート２１４に接続されたＵＳＢ周辺装置（たとえ
ばＵＳＢ周辺装置１１８）用の電源線である。ＧＮＤ２２４は、ＵＳＢ周辺装置用の信号
用接地線である。２つのＵＳＢデータ線、ＵＳＢＤ＋２２６とＵＳＢＤ－２２８は、ＵＳ
Ｂ周辺装置用のデータ線である。
【００６０】
　電流検出回路２０６は、信号線ＶＢＵＳ２２２およびＧＮＤ２２４を介してＵＳＢポー
ト２１４に接続される。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、一対のＵＳＢデ
ータ線、ＵＳＢＤ＋２２６およびＵＳＢＤ－２２８を受取る。ＵＳＢ周辺機器切断ブロッ
ク２０８は、医療装置２００をＵＳＢポート２１４とＵＳＢポート２１４に接続された任
意のＵＳＢ周辺装置から分離（たとえば電気的絶縁）することができる。たとえばＵＳＢ
周辺機器切断ブロック２０８は、接続２２０で信号線２２２、２２４、２２６、２２８の
うちの１つまたはそれ以上を切断する（たとえばスイッチを切る）ように構成することが
できる。完全に電気的絶縁し、より十分に医療装置２００（および医療装置２００から治
療を受ける患者）を保護するため、ＵＳＢ周辺機器切断ブロック２０８は通常、医療装置
２００が装着されるＵＳＢ周辺装置からの漏れ電流を受けないように、４つの信号線すべ
てを切断する（たとえばスイッチを切る）ように構成することができる。
【００６１】
　医療装置２００は、ＵＳＢ周辺装置１１８などのＵＳＢ周辺装置が医療装置２００に装
着されているか否か判定するように構成することができる。
　たとえばいくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、一
対のＵＳＢデータ線、ＵＳＢＤ＋２２６、およびＵＳＢＤ－２２８を監視することができ
る。上述したように、ＵＳＢ周辺装置１１８などのＵＳＢ周辺装置が最初にＵＳＢポート
、たとえばＵＳＢポート２１４に接続される場合、ＵＳＢデータ線のうちの少なくとも１
つがハイ状態に移行する。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、ＵＳＢ周辺装
置１１８がＵＳＢポートに差込接続された直後、ＵＳＢデータ線２２６、２２８の移行を
感知するように構成することができるため、第１ＵＳＢデータ線ＵＳＢＤ＋２２６または
第２ＵＳＢデータ線ＵＳＢＤ－２２８の少なくとも１つがハイ状態に移行する場合、１つ
またはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、ＵＳＢ周辺装置１１８が医療装置２００に接
続されていると判定することができる。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、第１ＵＳＢ
データ線２２６と第２ＵＳＢデータ線２２８とをポーリングして、第１および第２ＵＳＢ
データ線２２６、２２８の一方または両方がハイ状態に移行したか否か判定することがで
きる。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、データ線２２６、２２８を周期的
に、たとえば１ミリ秒毎または数ミリ秒毎にポーリングすることができる。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２の割込は、第１
および第２ＵＳＢデータ線２２６、２２８の少なくとも１つがハイ状態に移行する場合に
開始させることができる。その時点で、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置は、第１お



(14) JP 5542842 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

よび第２ＵＳＢデータ線２２６、２２８をポーリングして、ＵＳＢ周辺装置が医療装置２
００に接続されていることを確認することができる。
【００６４】
　医療装置２００は、ＵＳＢ周辺装置１１８などの装着されるＵＳＢ周辺装置が、たとえ
ば医療装置２００の特定のＵＳＢポートから電力を引出しているか否か判定するように構
成することができる。
【００６５】
　たとえばいくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、電
流検出回路２０６の出力２１０を監視することができる。一実施形態では、電流検出回路
２０６は、ＵＳＢポート２１４に接続されたＵＳＢ周辺装置によって電力がＵＳＢポート
２１４から引出されているときに「ハイ」状態に移行する（たとえば出力２１０で「１」
を出力する）ように構成される。一実施形態では、電流検出回路２０６は、電力（または
測定可能なレベルの電力）がＵＳＢポート２１４から引出されてはいないとき、たとえば
電源内蔵ＵＳＢ周辺装置がＵＳＢポート２１４に接続されている、あるいはＵＳＢ周辺装
置がＵＳＢポート２１４に全く接続されてはいないときに「ロー」状態に移行する（たと
えば出力２１０で「０」を出力する）ように構成される。他の実施形態では、電流検出回
路２０６は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２に対して、デジタル出力信号で
はなくアナログ電圧出力信号を提供することができる。電流検出回路２０６によるアナロ
グ電圧出力は、回路２０６によって測定される電流に比例させることができる。上記実施
形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、１つまたはそれ以上のプロセ
ッサ装置２０２によるさらなる処理のために、電流検出回路２０６からのアナログ電圧出
力信号をデジタル信号に変換するアナログ－デジタルコンバータを含むことができる。
【００６６】
　一実施形態では、医療装置２００は、電力が特定のＵＳＢポート（または複数ポート）
から引出されているか否か判定する前に、ＵＳＢ周辺装置が医療装置２００に実際に接続
されているか否か概して判定することができる。医療装置２００は、たとえば電力が特定
のＵＳＢポート（または複数ポート）から引出されてはいないと判定した後に表示を送信
することができ、この状態（電力の引出しがない）は、最初の時点でＵＳＢ周辺装置が接
続されてはいないことによるため、医療装置２００は、ＵＳＢ周辺装置が実際に接続され
ていることを最初に確認することができる。
【００６７】
　１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、たとえばＵＳＢデータ線２２６、２２
８、および電流検出回路２０６の出力２１０を監視するというタスクの実行に特化したプ
ロセッサ装置を含むことができる。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、たと
えばＵＳＢデータ線２２６、２２８、および電流検出回路２０６の出力２１０の監視に加
えて、別のタスクを実行するプロセッサ装置を含むことができる。１つまたはそれ以上の
プロセッサ装置２０２は、医療装置２００に埋め込まれた標準的なパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）互換性プロセッサなどのマイクロプロセッサを含むことができる。いくつかの
実施形態では、マイクロプロセッサは、医療装置２００の医療措置関連の機能以外の機能
を実行するように構成することができる。いくつかの実施形態では、マイクロプロセッサ
は、たとえば医療装置２００の一部のまたはすべての医療措置機能を制御、動作、および
／または監視するように注文設計することができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、たとえばデ
ィスプレイおよび／またはユーザインタフェース（ディスプレイおよび／またはユーザイ
ンタフェース１２６など）、または音声スピーカ、または医療装置２００上のその他の実
体に、信号線２３２を介して表示（指標）２３４を提供するように構成することができる
。表示２３４は、たとえば「潜在的な危険状態」の表示であってもよい。
【００６９】
　１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、（たとえば１つまたはそれ以上のプロ
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セッサ装置２０２によって医療装置２００に接続されていると判定された）ＵＳＢ周辺装
置が医療装置２００から電力を引出してはいない場合に、表示２３４を提供するように構
成することができる。「潜在的な危険状態」は、たとえば医療装置２００がＵＳＢ周辺装
置からの漏れ電流を受ける虞があることを含むことができる。漏れ電流は、上述したよう
に、たとえば医療装置２００から治療を受けている患者に潜在的リスクを呈する場合があ
る。「潜在的な危険状態」は、たとえばＵＳＢ周辺装置が医療装置２００とは独立して電
源から電力を引出しているため、患者への潜在的リスクを呈する虞があることを含むこと
ができる。１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２は、ディスプレイおよび／または
ユーザインタフェース（ディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１２６など）
上に警告メッセージを表示することによって表示２３４を提供することができる。例示的
な警告メッセージを図４に示し、以下でより詳細に説明する。１つまたはそれ以上のプロ
セッサ装置２０２は、警告を始動することによって表示２３４を提供することができる。
警告は、たとえば医療装置２００上の音声スピーカを介して再生される警告音または合成
音声を含むことができる。
【００７０】
　図３は、図２の電流検出回路２０６の例示的な実施形態３００を示す図である。電流検
出回路３００は、図２の出力２１０を有する演算増幅器（「オペアンプ」）３０２（接続
２１２を介して１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２に接続される）、正入力（「
＋」）３０４、および負入力（「－」）３０６を含む。電流検出回路３００は、３つの第
１抵抗ＲＡ３１４、第２抵抗ＲＢ３１６、および第３抵抗ＲＣ３１８も含む。
【００７１】
　電流検出回路３００は、電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ（Ｖ供給）２３０を受取り、図２の
信号用接地ＳＧＮＤ２３６に接続される。電流検出回路３００は、信号線ＶＢＵＳ２２２
およびＧＮＤ２２４を介して図２のＵＳＢポート２１４に接続される。信号用接地線ＧＮ
Ｄ２２４は、たとえば電流検出回路３００内で信号用接地ＳＧＮＤ２３６に接続させるこ
とができる。第１抵抗ＲＡ３１４は、電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ２３０とオペアンプ３０
２の負入力３０６との間に接続され、第２抵抗ＲＢ３１６は、電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ
２３０とオペアンプ３０２の正入力３０４との間に接続され、第３抵抗ＲＣ３１８は、信
号用接地ＳＧＮＤ３２６とオペアンプ３０２の正入力３０４との間に接続される。電流Ｉ
Ａは、第１抵抗ＲＡ３１４を通過するように示される。
【００７２】
　第２抵抗ＲＢ３１６および第３抵抗ＲＣ３１８は共に、電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ２３
０と信号用接地ＳＧＮＤ３２６との間に分圧器を形成し、オペアンプ３０２の正入力３０
４上の電圧Ｖ＋３０８を設定する役割を果たす。
【００７３】
　オペアンプ３０２は、オペアンプ３０２において正入力３０４での電圧Ｖ＋３０８が負
入力３０６での電圧Ｖ－３１２を超過するときに「ハイ」状態に移行する（たとえば出力
２１０で「１」を出力する）ように構成される。オペアンプ３０２は、正入力３０４での
電圧Ｖ＋３０８が負入力３０６での電圧Ｖ－３１２より低いときに「ロー」状態に移行す
る（たとえば出力２１０で「０」を出力する）ように構成される。
【００７４】
　一実施形態では、オペアンプ３０２は、非常に低いオフセット電圧（および電流）を有
するように構成することができるため、オペアンプ３０２は、誤検出（たとえば出力２１
０で「１」を出力し、実際には電力が引出されてはいないのにＵＳＢ周辺装置によって電
力が引出されていると示すこと）を行わずに第１抵抗ＲＡ３１４の両端間のわずかな電圧
低下を検出することが可能である。たとえばオペアンプ３０２は、５ミリアンペア（ｍＡ
）の低電流でさえも測定できるように構成することができるが、これは単なる例示的な値
であり、他の値も使用することができる。一実施形態では、第１抵抗ＲＡ３１４は、第２
抵抗ＲＢ３１６および第３抵抗ＲＣ３１８よりも比較的低い抵抗を有するように設計され
る。一実施形態では、第２抵抗ＲＢ３１６が、第３抵抗ＲＣ３１８よりも比較的低い抵抗
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を有するように設計される。たとえば一実施形態では、第１抵抗ＲＡ３１４は０．５オー
ム（Ω）、第２抵抗ＲＢ３１６は２Ω、第３抵抗ＲＣ３１８は１１０００Ω（１１ｋΩ）
とすることができる。当然ながら、その他の抵抗値を使用することもできる。ＵＳＢホス
ト装置（たとえばＵＳＢメモリスティックなどのＵＳＢ周辺装置）から電流を引出すＵＳ
Ｂ周辺装置は、通常非常に小さな電流を引出すため、第１抵抗ＲＡ３１４を通ってＵＳＢ
周辺装置（たとえばＵＳＢ周辺装置１１８）によって引出される電流ＩＡ（装置がＵＳＢ
ポート２１４に装着されて、電力を引出す場合）は、非常に低い場合が多い。さらに、電
流検出回路３００の設計者は、装着される周辺ＵＳＢ装置にとって利用可能な電流を制限
しようとはせずに、第１抵抗ＲＡ３１４の両端間の電圧低下を最小限に抑えようと試みる
場合がある。
【００７５】
　たとえば電源電圧Ｖ＿ＳＵＰＰＬＹ２３０が５ボルトであると仮定する。第２抵抗ＲＢ
３１６および第３抵抗ＲＣ３１８は、オペアンプ３０２の正入力３０４で４．９７ボルト
の電圧「Ｖ＋」３０８を設定するように選択される。電力がＵＳＢポート２１４に接続さ
れたＵＳＢ周辺装置から引出されている間、第１抵抗ＲＡ３１４は、オペアンプ３０２の
負入力３０６で４．９６ボルトの電圧「Ｖ－」３１２になる。「Ｖ＋３１０」－「Ｖ－３
１２」（４．９７Ｖ－４．９６Ｖ）は、正（０．０１Ｖ）であるため、オペアンプ３０２
は、「ハイ」状態に移行する（たとえば出力２１０で「１」を出力）。ＵＳＢポート２１
４に接続されたＵＳＢ周辺装置が電力を引出さない場合、第１抵抗ＲＡ３１４の両端間で
有効な電圧低下がないために５ボルトの電圧「Ｖ－」３１２になる。「Ｖ＋３１０」－「
Ｖ－３１２」（４．９７Ｖ－５Ｖ）は、負（－０．０３Ｖ）であるため、オペアンプ３０
２は、「ロー」状態に移行する（たとえば出力２１０で「０」を出力）。図３に示される
電流検出回路３００は、図２の電流検出回路２０６の例示的な実施形態３００であり、様
々な電流検出回路のいずれも使用することができる。
【００７６】
　たとえばＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（登録商標）社製のＩＮＡ１３８ハイサ
イド測定電流シャントモニタなどの電流監視装置を電流検出回路として使用することがで
きる。ＩＮＡ１３８は、電流を測定し、ＩＮＡ１３８によって測定される電流に比例する
アナログ電圧信号を出力する。上述したように、上記実施形態では、図２の１つまたはそ
れ以上のプロセッサ装置２０２は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置２０２によるさ
らなる処理のために、電流検出回路からのアナログ電圧出力信号をデジタル信号に変換す
るアナログ－デジタルコンバータを含むことができる。
【００７７】
　図４は、例示的な医療装置ユーザインタフェース、たとえば図１Ａの医療装置１０６の
ディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１２６の例示的な実施形態４００を示
す図である。ユーザインタフェース４００は、電源内蔵ＵＳＢ周辺装置が医療装置１０６
上のＵＳＢポート（たとえば図２のＵＳＢポート２１４）に接続されていることを示す警
告を表示するテキストボックス４０２（たとえば点滅テキストボックス）を示す。テキス
トボックスに表示される例示的な警告は「＊警告＊危険な電源内蔵ＵＳＢ装置がＵＳＢポ
ートに接続されている！－危険な装置を直ちにＵＳＢポートから切断せよ！」である。当
然ながら、この警告は単に例であり、任意の数のその他の警告を使用することができる。
いくつかの実施形態では、警告は、たとえば医療装置１０６上の音声スピーカを通じて再
生される警告音または合成音声を伴うことができる。
【００７８】
　図５は、たとえば図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセ
ッサ装置２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示
的なプロセス５００を示すフローチャートである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上
のユーザプロセッサ装置２０２が、ＵＳＢ周辺装置（たとえば図１ＡのＵＳＢ周辺装置１
１８）が医療装置２００に接続されているか否か判定する（ステップＳ５０２）場合に開
始される。医療装置２００は、患者の医療措置に使用されるように構成することができる
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。
【００７９】
　ＵＳＢ周辺装置が、医療装置２００に接続されていると判定された場合、１つまたはそ
れ以上のユーザプロセッサ装置２０２は、ＵＳＢ周辺装置が医療装置２００から電力を引
出しているか否か判定する（ステップＳ５０４）。
【００８０】
　図６は、図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置
２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示的なプロ
セス６００を示すフローチャートである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上のユーザ
プロセッサ装置２０２が、医療装置２００に接続されたＵＳＢ周辺装置（たとえば図１Ａ
のＵＳＢ周辺装置１１８）が医療装置２００から電力を引出してはいないと判定する（ス
テップＳ６０２）場合に開始される。医療装置２００は、患者の医療措置に使用されるよ
うに構成することができる。
【００８１】
　判定に応答して、１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置２０２は、医療装置２０
０のユーザまたは患者の少なくとも一方に、「潜在的な危険状態」の表示（たとえば図２
の表示２３４）を提供する（ステップＳ６０４）。「潜在的な危険状態」とは、ＵＳＢ周
辺装置が透析装置とは独立して電源（たとえば外部電源１２４）から電力を引出している
ため、患者に潜在的リスクを呈する虞があることであってもよい。
【００８２】
　図７は、図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置
２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示的なプロ
セス７００を示すフローチャートである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上のユーザ
プロセッサ装置２０２が、医療装置２００上の第１ＵＳＢデータ線（たとえば図２のＵＳ
Ｂデータ線Ｄ＋２２６）と、第２ＵＳＢデータ線（たとえば図２のＵＳＢデータ線Ｄ－２
２８）とを監視する（ステップＳ７０２）場合に開始される。医療装置２００は、患者の
医療措置に使用されるように構成することができる。
【００８３】
　第１ＵＳＢデータ線２２６と第２ＵＳＢデータ線２２８とのうちの少なくとも１つが「
ハイ」状態に移行する場合、電流検出回路（たとえば図２の電流検出回路２０６）の出力
（たとえば出力２１０）が監視される（ステップＳ７０４）。出力は、透析装置に接続さ
れたＵＳＢ周辺装置（たとえば図１ＢのＵＳＢ周辺装置１１８）によって電力が透析装置
から引出されているか否か示すことができる。ＵＳＢ周辺装置が医療装置２００に接続さ
れているとき、第１および第２ＵＳＢデータ線は通常、ＵＳＢ周辺装置からのそれぞれの
データ線に接続することができる。
【００８４】
　図８は、図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置
２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示的なプロ
セス８００を示すフローチャートであり、ここでは医療装置２００は、透析装置、たとえ
ば図２の血液透析装置１０６Ｈである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上のユーザプ
ロセッサ装置２０２が、ＵＳＢ周辺装置（たとえば図１ＢのＵＳＢ周辺装置１１８）が透
析装置に接続されているか否か判定する（ステップＳ８０２）場合に開始される。透析装
置は、患者の透析措置に使用されるように構成することができる。
【００８５】
　ＵＳＢ周辺装置が透析装置に接続されていると判定された場合、１つまたはそれ以上の
ユーザプロセッサ装置２０２は、ＵＳＢ周辺装置が透析装置から電力を引出していると判
定する（ステップＳ８０４）。
【００８６】
　図９は、図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置
２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示的なプロ
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セス９００を示すフローチャートであり、ここでは医療装置２００は、透析装置、たとえ
ば図２の血液透析装置１０６Ｈである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上のユーザプ
ロセッサ装置２０２が、透析装置に接続されたＵＳＢ周辺装置（たとえば図１ＢのＵＳＢ
周辺装置１１８）が透析装置から電力を引出してはいないと判定する（ステップＳ９０２
）場合に開始される。透析装置は、患者の透析措置に使用されるように構成することがで
きる。
【００８７】
　判定に応答して、１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装置２０２は、透析装置のユ
ーザまたは患者のうちの少なくとも一方に「潜在的な危険状態」の表示（たとえば図２の
表示２３４）を提供する（ステップＳ９０４）。「潜在的な危険状態」とは、ＵＳＢ周辺
装置が透析装置とは独立して電源（たとえば外部電源１２４）から電力を引出しているた
め、患者に潜在的リスクを呈する虞があることであってもよい。
【００８８】
　図１０は、図２の例示的な医療装置２００の１つまたはそれ以上のユーザプロセッサ装
置２０２などの１つまたはそれ以上のユーザインタフェースプロセッサ装置の例示的なプ
ロセス１０００を示すフローチャートであり、ここでは医療装置２００は、透析装置、た
とえば図２の血液透析装置１０６Ｈである。処理は、たとえば１つまたはそれ以上のユー
ザプロセッサ装置２０２が透析装置上の第１ＵＳＢデータ線（たとえば図２のＵＳＢデー
タ線Ｄ＋２２６）および第２ＵＳＢデータ線（たとえば図２のＵＳＢデータ線Ｄ－２２８
）を監視する（ステップＳ１００２）場合に開始される。透析装置は、患者の透析措置に
使用されるように構成することができる。
【００８９】
　第１ＵＳＢデータ線と第２ＵＳＢデータ線とのうちの少なくとも１つが「ハイ」状態に
移行する場合、電流検出回路（たとえば図２の電流検出回路２０６）の出力（たとえば出
力２１０）が監視される（ステップＳ１００４）。出力は、透析装置に接続されたＵＳＢ
周辺装置（たとえば図１ＢのＵＳＢ周辺装置１１８）によって電力が透析装置から引出さ
れているか否かを示すことができる。ＵＳＢ周辺装置が透析装置に接続されているとき、
第１および第２ＵＳＢデータ線は通常、ＵＳＢ周辺装置からのそれぞれのデータ線に接続
することができる。
【００９０】
　医療装置１０６は、一体型監視装置を含むと説明してきたが、代替的に別個の監視装置
を使用することもできる。たとえばＵＳＢ接続を監視するように構成されてはいない医療
装置は、別個の監視装置を据え付けることができる（たとえば監視装置は、各種医療装置
と共に使用可能な「既製の」コンポーネントとすることができる）。図１１は、そのよう
な構成を示す。図１１を参照すると、医療装置の例示的なシステム１１００は、例示的な
医療装置１１０６を含む。医療装置１１０６は、たとえば医療装置１０６に関して上述し
た様々な種類の医療装置（たとえば血液透析機器、患者補助（ＰＡ）機器など）のうちの
いずれであってもよい。医療装置１１０６は、たとえば医療措置および／または患者に関
する情報を表示できるディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１１２６を含む
ことができる。ディスプレイおよび／またはユーザインタフェース１１２６は、医療装置
のオペレータ（たとえば医師、看護婦、医療技術者、または在宅医療介護人などの医療従
事者（ＨＣＰ））によってデータの入力が可能なタッチスクリーンを含むことができる。
医療装置１１０６は、たとえばキーボードまたはポインティングデバイスなどのその他の
ユーザインタフェース装置を含むことができる。医療装置１１０６は、ローカルエリアネ
ットワークまたはインターネットなどの外部ネットワーク１１２８と有線または無線の接
続１１３０を介して通信するように構成することができる。
【００９１】
　医療装置１１０６は、１つまたはそれ以上のプロセッサ装置を含むことができる。１つ
またはそれ以上のプロセッサ装置は、医療措置の機能を管理および監視して、医療措置中
に患者のバイタルサインと医療措置パラメータを監視し、解析し、解釈することができる
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。
【００９２】
　医療装置１１０６は、ＵＳＢホスト装置１１１０を含む。いくつかの実施形態では、Ｕ
ＳＢホスト装置１１１０は、医療装置１１０６と同一の広がりを有するとみなすことがで
きるため、たとえばＵＳＢホスト装置１１１０は、医療装置１１０６そのものであっても
よい。他の実施形態では、医療装置１１０６は、たとえば相互に接続された１つまたはそ
れ以上の装置であってもよく、それらの装置のうちの１つがＵＳＢホスト装置１１１０を
含む。
【００９３】
　いくつかの実施形態では、ＵＳＢホスト装置１１１０（および医療装置１１０６）は、
ＵＳＢ周辺装置からのＵＳＢコネクタを収容するように構成された１つまたはそれ以上の
ＵＳＢポートを含むことができる。医療装置１１０６のＵＳＢホスト装置１１１０は、図
１１に示されるように、３つのＵＳＢポート１１１２、１１１４、１１１６を含むことが
できる。いくつかの実施形態では、外部ネットワーク１１２８の接続１１３０は、ＵＳＢ
ポート１１１２、１１１４、１１１６のうちの１つに配線し、差込接続することができる
。
【００９４】
　上述したように、接続されたＵＳＢホスト装置からのみ電力を引出すＵＳＢ周辺装置（
たとえばＵＳＢフラッシュメモリスティック）もあれば、自身の外部電源によって電力を
供給され、接続されたＵＳＢホスト装置から電力を引出すことができないＵＳＢ周辺装置
もある。図１１に示されるシステム１１００は、ＵＳＢ監視装置（ＵＳＢモニタ装置）１
１３２を含む。
【００９５】
　単独のＵＳＢ監視装置を示しているが、システムは、任意数のＵＳＢ監視装置を含むこ
とができる。ＵＳＢ監視装置１１３２は、コード１１２２およびＵＳＢコネクタ１１２０
を介してＵＳＢホスト装置１１１０のＵＳＢポート１１１４に接続される。
【００９６】
　ＵＳＢ監視装置１１３２は、医療装置１１０６からＵＳＢ周辺装置１１１８へ電力を引
出すことを可能にする。上述したように、ＵＳＢ監視装置１１３２は、ＵＳＢ周辺装置１
１１８が自身の外部電源１１２４によって電力を供給され、医療装置１１０６のＵＳＢホ
スト装置１１１０から電力を引出してはいないと判断した場合に警告を発する。ＵＳＢ周
辺装置１１１８は、コード１１３８を介してＵＳＢ監視装置１１３２に接続される。ＵＳ
Ｂ監視装置１１３２は、単独のＵＳＢ周辺装置が図１１で示される場合でも、ＵＳＢハブ
回路（図１２に示す）を介して２つ以上のＵＳＢ周辺装置に接続することができる。
【００９７】
　ＵＳＢ監視装置１１３２は、１つまたはそれ以上の状態灯１１３６、１つまたはそれ以
上のスピーカ１１３４、または状態灯１１３６とスピーカ１１３４の組合わせを含むこと
ができる。警告灯を含む実施形態では、１つの灯、または各ＵＳＢレセプタクルに対応す
る灯（２つ以上のレセプタクルがある場合）を設けることができる。
【００９８】
　図１２は、ＵＳＢ監視装置１１３２および医療装置１１０６を含む例示的なシステム１
２００を示す。ＵＳＢ監視装置１１３２は、ＵＳＢ監視装置１１３２上のＵＳＢレセプタ
クル１２１２を監視するプロセッサ装置１２０６を含む。ＵＳＢ監視装置１１３２は、上
述の回路を組み込む電流検出回路１２１０も含む（たとえば図３を参照）。
【００９９】
　本例では、ＵＳＢ監視装置１１３２は、医療装置１１０６から電力を引出し、自身とＵ
ＳＢ装置に接続された周辺装置の両方に電力を供給する。医療装置１１０６に複数の保護
されたＵＳＢ接続を提供するために、ＵＳＢハブ回路１２０８をＵＳＢ監視装置１１３２
に含めることができる。
【０１００】
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　プロセッサ装置１２０６は、接続されたＵＳＢ周辺装置のいずれかで「危険な状態」を
検出するように構成される。危険な状態の検出後、プロセッサ装置１２０６は、状態灯１
１３６を介して光学的表示で、および／またはスピーカ１１３４を介して音声警告でオペ
レータに警告することができる。
【０１０１】
　プロセッサ装置１２０６は、ＵＳＢポートから電力が引出されるのを監視し、各ＵＳＢ
データレセプタクル１２１２のＵＳＢデータ線１２１８および１２２０も監視する（必ず
しもすべてのデータ線およびレセプタクルが図１２の例に標示されているわけではない）
。周辺装置がＵＳＢホスト（またはＵＳＢハブ回路１２０８）に装着されてはいない場合
、ＵＳＢデータ線１２１８および１２２０（Ｄ＋およびＤ－）は両者ともロー（０）状態
にある。周辺装置が接続されている場合、２つの線のうちの一方がハイ（１）状態に移行
する。データ線がハイ状態に移行しているかどうかはＵＳＢ装置の速度（低、中、高）に
よって判定される。プロセッサ装置１２０６は、２つのＵＳＢデータ線１２１８および１
２２０も監視し、線の一方がハイ状態に移行する場合、周辺装置によって電力がホストシ
ステムから引出されているか否かチェックする。電力が引出されている場合、ＵＳＢ周辺
装置は、医療装置１１０６から電力を供給されており、安全上の問題を呈する。接続され
たＵＳＢ周辺装置（図示せず）で電力が引出されてはいない場合、プロセッサ装置１２０
６は、状態灯１１３６およびスピーカ１１３４の一方または両方を用いて危険な状態につ
いてオペレータに警告を発することができる。
【０１０２】
　図１３は、図１１の１つまたはそれ以上のＵＳＢ監視装置１１３２の１つまたはそれ以
上のＵＳＢ監視装置の例示的なプロセス１３００を示すフローチャートである。処理は、
たとえば１つまたはそれ以上のＵＳＢ監視装置によって実行され、ＵＳＢ周辺装置（たと
えば図１１のＵＳＢ周辺装置１１１８）がＵＳＢ監視装置に接続されており、ＵＳＢ監視
装置が医療装置（たとえば図１１の医療装置１１０６）に接続され医療装置から電力を引
出しており、医療装置が患者の医療措置に使用されるように構成されているか否か判定す
る（ステップＳ１３０２）場合に開始される。
【０１０３】
　「ＵＳＢ周辺装置が、ＵＳＢ監視装置に接続されている」という判定に応答して、ＵＳ
Ｂ監視装置は、「ＵＳＢ周辺装置が、医療装置から電力を引出している」か否か判定する
（ステップＳ１３０４）。
【０１０４】
　上述の技術は、ＵＳＢポートやＵＳＢ周辺装置などを参照して説明したが、それらの技
術は、ＩＥＥＥ（電気電子技術者協会）１３９４高性能シリアルバス（たとえばＡｐｐｌ
ｅ（登録商標）社のＦｉｒｅ　Ｗｉｒｅ（登録商標）、Ｓｏｎｙ（登録商標）社のｉ．Ｌ
ＩＮＫＲＲ、およびＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（登録商標）社のＯＨＣＩ－Ｌ
ｙｎｘＲＲ）などのシリアルデータポート技術にも適用することができる。
【０１０５】
　接続は、有線および／または無線の接続であってもよい。１つのコンポーネントが別の
コンポーネントに接続されていると言われるとき、コンポーネントは、他のコンポーネン
トに直接的に接続することができる、あるいは（たとえばさらに別のコンポーネントを介
して）間接的に接続することができる。
【０１０６】
　本文書に記載のプロセスおよびその様々な変形例（以後「プロセス」と称する）は、上
述のハードウェアおよびソフトウェアに限定されるものではない。プロセスのすべてまた
は一部は、１つまたはそれ以上のデータプロセッサ装置、たとえばプログラム可能プロセ
ッサ、コンピュータ、複数のコンピュータ、および／またはプログラム可能な論理コンポ
ーネントによる実行、あるいは動作の制御のために、１つまたはそれ以上のコンピュータ
可読媒体などの情報キャリア内で有形に具体化されるコンピュータプログラム製品、たと
えばコンピュータプログラムを介して少なくとも部分的に実装することができる。
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【０１０７】
　コンピュータプログラムは、コンパイラ型言語またはインタープリタ型言語を含む任意
の形式のプログラム言語で書くことができ、独立型のプログラムとして、あるいはモジュ
ール、コンポーネント、サブルーティング、またはコンピューティング環境内での使用に
適したその他のユニットなどの任意の形で配置することができる。コンピュータプログラ
ムは、１つの箇所に１つのコンピュータまたは複数のコンピュータで実行することができ
る、あるいは複数の箇所全体に分散させて、ネットワークによって相互接続させることが
できる。
【０１０８】
　プロセスのすべてまたは一部の実行に関連する動作は、プロセスの機能を実行する１つ
またはそれ以上のコンピュータプログラムを実行する１つまたはそれ以上のプログラム可
能プロセッサ装置によって行うことができる。プロセスのすべてまたは一部は、特定用途
論理回路、たとえばＦＰＧＡ（フィールドプログラム可能ゲートアレイ）および／または
ＡＳＩＣ（特定用途集積回路）として実装することができる。
【０１０９】
　コンピュータプログラムの実行に適したプロセッサ装置は、例として、汎用および特定
用途マイクロプロセッサの両方、および任意の種類のデジタルコンピュータの１つまたは
それ以上のプロセッサを含むことができる。概して、プロセッサ装置は、読取専用メモリ
またはランダムアクセスメモリ、あるいはその両方から指示およびデータを受信する。コ
ンピュータのコンポーネントは、指示を実行する１つまたはそれ以上のプロセッサ装置と
、指示およびデータを記憶する１つまたはそれ以上のメモリ装置とを含む。
【０１１０】
　本文書に記載の様々な実施形態の構成要素を組合わせて、具体的に上述されてはいない
実施形態を形成することができる。具体的に記載されてはいないその他の実施形態も以下
の請求項の範囲に属する。
【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図６】



(23) JP 5542842 B2 2014.7.9
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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